
News Letter
本市では、教育文化会館の市民館機能を労働会館の建物の一部に移転し、（仮称）川崎市民館・労

働会館（令和６年度供用開始予定）として再整備するプロジェクトを進めています。
新しい施設が、誰もが安全・安心して気軽に利用できる施設となるよう、みなさまと一緒に事業・

サービスや施設の利用ルールなどを考える全4回のワークショップを開催しています。

あたらしい労働会館・教育文化会館を考えるワークショップ

第２回テーマ「新施設や川崎区にふさわしい事業・サービスを考えよう！」

⚫ 市民の生涯学習活動の場として、会議室や
学習室等を貸出しています。

⚫ 地域の特性や社会課題にあわせた学級・講
座やイベントを実施しています。

⚫ 地域で活動するグループやサークル等の育
成と活動を支援しています。

⚫ 学びと活動を通じた市民同士の交流を推進
しています。
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教育文化会館とは？

新しく整備される施設では「教育文化会
館」と「労働会館」の空間や機能が融合さ
れます。
これまでの各施設の役割を踏襲しながら

新しく整備される施設では、どのような事
業やイベント・サービスがあったらよいで
しょうか？
グループワークでは、「ホールでの鑑賞

型イベント」や「気軽に参加できるイベン
ト」、「イベントがなくても日常的により
たくなる施設」など、各班から様々なご意
見が出されました！（意見の詳細は裏面でご紹介します！）

グループワーク
「教育文化会館」+「労働会館」＝

「新施設」

9⽉18日（土）10時～12時に26名（対面5名、

Zoom21名）の参加者で第2回ワークショップを開催し

ました。

第2回は新型コロナウイルスの影響を考慮し、ウェブ

会議ツール「Zoom」を用いて現地開催とオンライン開

催を併用し実施しました。

ワークショップでは、初めに川崎区の紹介や事例紹

介のレクチャーを⾏い、その後5～6名のグループに分

かれ、新施設や川崎区にふさわしい事業・サービスに

ついてグループワークを⾏いました。

⚫ 働く人を支援する施設です。
⚫ 労働者のための知識や教養を習得する講座
や資格取得講座などを開催し、「いこい」
「語らい」「学びあう」ための場を提供して
います。

⚫ 労働に関する情報や資料等の提供などを⾏っ
ています。

労働会館とは？

川崎区の特徴
⚫ 川崎駅東口には官公庁・商業・サービス業

が集積し、都市機能が充実しています。

⚫ 歴史、文化、産業などの豊富な地域資源を

もっています。

⚫ 外国人住民人口が市内で最も多い区です。

Zoom画面の様子

5班の様子（労働会館会議室）



発⾏・お問合せ

発表などに利用できる機能を活用した事業やサービス
（ホール・ミニホールなど）

◆ 平土間を活かしたお化け屋敷やフリーマーケットなど。
◆ すべての世代が楽しめるコンサート。
◆ 海外の文化を知る事業と、日本の文化を海外の方へ発信
できる事業。

◆ 外国の人を対象とした書道のイベント。
◆ 部活の発表、小学校演奏会。
◆ 英語の授業で⾏っている英語劇。

◆ 中高生合唱コンクール。
◆ サークルでの体操教室とダンス。
◆ 誰もが参加可能なサークル紹介イベント。
◆ 誰でも参加できる、体を動かせるコンサート。
◆ ミューザ川崎まで⾏かずに聴けるプロのミニコンサート。
◆ 地域の学校の文化祭や幼稚園の発表会。
◆ 市内の大学、高校、中学生のフェス。

サークル活動・会議・打ち合わせなどに利用できる機能を活用した事業やサービス
（スタジオ・ルーム・体育室・健康学習室・音楽室・和室・実習室・料理室など）

◆ 食文化を活かした国際交流。（料理室）
◆ 学生が主体となった華道・茶道教室。（和室）
◆ 吹奏楽・ピアノで年上の人に教えてもらって交流するイ
ベント。（音楽室）

◆ ダンスやスポーツの定期講習。（体育室など）
◆ 英検習得講座など、学校だけでは補えない部分の講座。
（ルームなど）

◆ プログラミング、ICTの講習会など。（ルームなど）
◆ スマホ教室、パソコン教室。講師ではなく中学生や若い
人たちに教わって交流する。（ルームなど）

◆ ものづくり教室。（ルームなど）
◆ 川崎市の歴史、郷土史などの講座。（ルームなど）
◆ 会議室、ホール、ミーティングルームなど全室つながる
ネットワークシステム。（全施設）

誰もが利用できる機能を活用した事業やサービス
（エントランスロビー・ギャラリー・売店・飲食スペース・市民活動コーナー・フリースペース・労働資料コーナー・児童室など）

◆ 軽食サービスやデリバリーサービス。（飲食スペース）
◆ 食事スペース。（飲食スペース、フリースペース）
◆ PC事務作業スペース、印刷サービス。（市民活動コーナー）
◆ 託児サービス。（児童室）
◆ デジタルアーカイブ。（労働資料コーナー）
◆ 皆に見てもらえる展示スペース。（ギャラリー）
◆ 学校で作った作品の展示。（ギャラリー）

◆ 情報提供の場所（チラシを置く）。（エントランス）
◆ 作業所の製品販売の場。（エントランスなど）
◆ サークルで作ったものを販売できる。（エントランスなど）
◆ 団体支援、市民支援。（フリースペース）
◆ みんなで集まって勉強できる場所。（フリースペース）
◆ 誰でも利用でき、カウンセラーがいる相談所的な機能。
（フリースペース）

その他の場所での事業やサービス
（その他の場所や、場所をかぎらないものなど）

◆ キッチンカーで外国籍の料理を楽しむ。
◆ 日本の食文化や川崎市の郷土料理のイベント。
◆ 全館を利用した職場体験イベントや謎解きゲーム。
◆ 富士見公園との一体化、雰囲気づくり。
◆ 労働者の相談窓口。ハローワークとの連携。

◆ 茶道の野点イベント（茶道を学んでる学生など）。
◆ 市民活動を支援する施設運営、仕組みづくり。
◆ 多言語サービス、障がいのある方も働ける施設。
◆ 施設のおたよりを若い世代へも届ける。
◆ SNSを活用した情報発信。

次回 10⽉2日（土）10～12時 労働会館+オンライン
テーマ「幅広い利用に応えられるルールを考えよう！」

どんなルールがあったら利用しやすい？
幅広いニーズに応えられる利用ルールなどを考えます！

この他にも多くの意見をいただきました！いただいた意見はすべて取りまとめ、今後の検討に活かします。

ワークショップで出されたご意見を紹介します

ひとことアンケート ワークショップ終了後にいただいたご意見をご紹介します

新しい労働会館は外から
見える楽しい場所になっ
てほしいと思います。今
日はどんなイベントを
やっているか、道を歩く
人にも目立って見えるよ
うに。

オンラインで一人ひとりの
考えがしっかり聞けて良
かったです。会場参加と
Z o omを併用したのがよ
かった。

初のオンライン開催でやり
にくいかと思いましたが言
いたいことを言えたし、
チャットを上手く併用する
ことでよりスムーズな意思
疎通をはかれました。

人それぞれの立場で同じこ
とを考えても、ちがう意見
が出てきて、人それぞれの
意見があることを実感でき
ました。視野が広がり見方
もかわりました。

川崎市経済労働局労働雇用部（TEL：044-200-2271）
川崎市教育委員会事務局生涯学習部生涯学習推進課（TEL：044-200-1806）

新しい施設では様々な機能を持った部屋や、フリーに使えるスペースが計画されています。
それぞれの場所ごとに、やってほしい・参加したい事業やサービスについて意見交換しました。


